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編
集
後
記

『詞
林
』
第
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
三
手
文
庫
蔵

『古
今
秘

抄
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題
が
大
幅
に
紙
数
を
費
や
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
も

含
め
て
合
計
三
本
と
致
し
ま
し
た
。
前
号
に
引
続
き
変
則
的
な
編
集
に
な
り

ま
し
た
が
、
次
号
以
降
は
本
来
の
形
に
戻
す
べ
く
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
事
で
す
が
、
私
も
編
集
委
員
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
う

大
分
長
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
誤
植
等
の
手
違
い
が
後
を
断
た
な
い
の
は

赤
顔
の
至
り
で
す
。
今
号
で
訂
正
を
載
せ
ま
し
た
よ
う
に
、
前
号
の
島
田
氏

の
論
文
で
も
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
複
数
の
人
間
で
確
認
を
し
て

い
る
の
で
す
が
、
複
数
だ
か
ら
却
っ
て
気
の
弛
み
も
で
る
の
で
し
ょ
う
か
。

反
省
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
も
う
こ
の
役
を
後
輩
た
ち
に
譲
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
後
輩
た
ち
が
ま
た
よ
い
論
文
を
、
新
し
い
機
械
を
使
っ
て
、
間
違
い

な
く
編
集
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
外
字
は
プ
リ
ン
タ
ー
の
関
係
で
ど
う
し
て
も
醜
く
な
り
ま
す
。
今

暫
く
御
辛
抱
下
さ
い
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
論
文
に
も
忌
憚
の
な
い

御
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（堤
）

詞
林
　
第
十
三
号
　
定
価
八
百
円
（本
体
七
七
七
円
）

一
九
九
二
年
四
月
十
日
　
印
刷

一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
　
発
行

編
集
兼
発
行
者

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

〒
五
六
〇

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町

一
―
一

大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

代
表
者
　
伊
井
　
春
樹

電
話

（〇
六
）
八
四
四
―
一
一
五

一

振
替
　
大
阪
七
―
三

一
〇
三
六
五

印
刷
　
昭
和
堂
印
刷
所

（大
阪
営
業
所
）

発
売
　
和
泉
書
院

〒
五
四
三

大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
五
―
三
―
八

電
話

（〇
六
）
七
七

一
―
一
四
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
六
）
七
七

一
―
一
五
〇
八

振
替

。
大
阪
七
―
一
五
〇
四
三


